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「研究成果を⽣かせられればうれしい」と語る髙井准教授＝藤沢市⻲
井野の⽇本⼤学湘南キャンパス

カワウによる川⿂の⾷害が全国的に問題になる中、藤沢市⻲井野の⽇本⼤

学⽣物資源科学部と国⽴研究開発法⼈「港湾空港技術研究所」の研究で、繁

殖期のカワウが、放流された種苗⽣産のアユ（種苗アユ）を多く⾷べている

ことが分かった。関係者は、放流のやり⽅次第では被害を低減できる可能性

を指摘し、研究成果が漁業資源の保護につながることに期待を寄せている。

 ⽇本在来のカワウは⿂⾷性の⼤型の⽔⿃。アユやコイ、フナなどを１⽇当

たり約５００グラム⾷べ、内⽔⾯の漁業資源に深刻な影響を及ぼすと考えら

れている。漁業関係者から駆除を求める声が⾼まり、２００７年には⿃獣保

護法施⾏規則で狩猟⿃に指定された。

 研究グループによると、駆除されたカワウの胃の中からアユが⼤量に⾒つ

かったり、種苗アユの放流場所にカワウが集まっていたりする事例が報告さ

れていたが、捕⾷されたアユが種苗か、天然かを⾒分けるのは困難だった。

 そこで、研究グループは⿂粉を主原料にしている種苗アユの配合飼料に着

⽬。０９年から１１年にわたり、静岡県東部の河川流域に⽣息するカワウの

胃の内容物を分析したところ、検出されたアユの約４割に飼料を与えられた

種苗 素情報が含 た

カワウからアユ守れ ⽇⼤研究「放流の⼯夫で⾷害減」

http://www.facebook.com/share.php?u=http://www.kanaloco.jp/article/339625
https://twitter.com/share?url=http://www.kanaloco.jp/article/339625&text=%E3%82%AB%E3%83%AF%E3%82%A6%E3%81%8B%E3%82%89%E3%82%A2%E3%83%A6%E5%AE%88%E3%82%8C%E3%80%80%E6%97%A5%E5%A4%A7%E7%A0%94%E7%A9%B6%E3%80%8C%E6%94%BE%E6%B5%81%E3%81%AE%E5%B7%A5%E5%A4%AB%E3%81%A7%E9%A3%9F%E5%AE%B3%E6%B8%9B%E3%80%8D&hashtags=%E7%A5%9E%E5%A5%88%E5%B7%9D%E6%96%B0%E8%81%9E%C2%A0
http://www.kanaloco.jp/slideshow/339625
http://www.kanaloco.jp/slideshow/339625
http://www.kanaloco.jp/special/serial/kanagawashimbuntosenso/
http://www.kanaloco.jp/news/identity
http://www.kanaloco.jp/special/minato/
http://www.kanaloco.jp/news/k-person
http://www.kanaloco.jp/news/yuzu
http://www.kanaloco.jp/news/bazaardropshipment
http://www.kanaloco.jp/news/bazaartownnavi
http://www.kanaloco.jp/news/K100
http://www.kanaloco.jp/news/bookguide


種苗アユと同じ元素情報が含まれていた。

 残り６割は不明だが、種苗アユの放流時期と重なる繁殖期のカワウの胃内

からアユが多く検出されたことから、繁殖期に種苗アユを⼤量に捕⾷してい

ることが推察できるという。

⾷害が全国的な問題になっているカワウ（⾼井准教授提供）

 研究グループの中⼼となった同学部の⾼井則之准教授は「飼料の元素情報

は、天然アユが川の中で⾷べる餌の元素情報とは明らかに異なる。そのた

め、配合飼料を与えられた種苗アユは、天然アユと異なる元素情報を持つ」

と解説。天然アユの絶対数が種苗アユよりも少ないとしながらも、「⼈⼯物

である配合飼料を起点とする⾷物連鎖が、カワウの繁殖を⽀え、その個体数

増加を促進していると考えられる」と指摘する。

 今後、カワウの個体数を管理して川⿂への⾷害を抑えていく対策につい

て、⾼井准教授は「例えば、カワウが⼤量に⾷べていた事例のある安価のボ

ラなどをアユと混ぜて放流するなどし アユだけを⾼密度に放流することを
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ラなどをアユと混ぜて放流するなどし、アユだけを⾼密度に放流することを

避けることで、⾷害被害を減らすことができるかもしれない」と分析。アユ

の栽培漁業との関係性を踏まえ、計画を⽴てていく必要性を説いている。

 研究成果は⽇本⽣態学会の科学誌「エコロジカル・リサーチ」の電⼦版に

も掲載されている。
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